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◯会報
(会員) 12ヶ国 69部

(寄贈・交換) 7 ヶ国 28部
(有償) 3 ヶ国 3 部

◯会誌
(会員) 12ヶ国 72部

(寄贈・交換) 11ヶ国 38部
(有償) 6 ヶ国 13部

◯Materials Transactions
(会員) 25ヶ国 100部

(寄贈・交換) 24ヶ国 92部
(有償) 24ヶ国 106部

 　　　　　　本 会 記 事

平成年度事業報告書

(自 平成21年 3 月 1 日 至 平成22年 2 月28日)

．事業の状況
. 会誌その他図書類の刊行(定款第 3 条第 1 号)

) 日本金属学会会報“まてりあ”

毎月 1 日発行 第48巻 3 号～12号 計10冊 各号8,500部
第49巻 1 号， 2 号 計 2 冊 各号8,000部

ミニ特集 第48巻 4 号 ネイチャーテック自然に学ぶ超低環境負荷型ものづくり技術

小 特 集 第48巻 7 号 次世代新中性子源 JPARC により拡がる新しい材料科学

特 集 第48巻12号 顕微鏡法による材料開発のための微細構造研究最前線

―先端顕微鏡法開発がもたらす材料科学の新たな展開―

プロジェクト報告

第48巻 6 号 機能元素のナノ材料科学

) 日本金属学会誌

毎月 1 日発行 第73巻 3 号～12号 計10冊 各号1,600部
第74巻 1 号，2 号 計 2 冊 各号1,500部

特 集 第73巻 3 号 希少資源および不足資源の代替並びに効率的利用

第73巻 8 号 計算材料科学・工学の最前線

) Materials Transactions
毎月 1 日発行 Vol. 50 No. 3～No. 12 計10冊 各号850部

Vol. 51 No. 1，No. 2 計 2 冊 各号800部
特 集 Vol. 50 No. 5 NanoMaterials Science for Atomic Scale Modification

Vol. 50 No. 6 Joining Technology for New Metallic Glasses and Inorganic Materials
Vol. 50 No. 7 New Functions and Properties of Engineering Materials Created by Designing and

Processing
Vol. 50 No. 12 Low Cost Reduction Processes, Roles of Low Cost Elements and Interstitial Elements,

and Microstructural Control for Generalization of Titanium Alloys
Vol. 51 No. 1 Severe Plastic Deformation for Production of Ultrafine Structures and Unusual Mechani-

cal Properties: Aiming Breakthrough in Materials Development
Vol. 51 No. 2 Development and Fabrication of Advanced Materials Assisted by Nanotechnology and

Microanalysis
) 図書類

新刊 医療用金属材料概論(塙 隆夫編) 1,000部 平成22年 2 月26日発行

増刷 2 冊

) 機関誌海外送付

. 講演会の開催(定款第 3 条第 2 号)

) 講演大会

◯ 春期大会(第144回)

平成21年 3 月28日から30日 (東京)東京工業大学大岡山キャンパス

a. 大会参加者 1,704名(一般1,105名，学生468名，非会員31名(一般20名，学生11名)，相互聴講100名)

b. 講演会場 25会場(共同セッション会場含む)

c. 講演発表件数 1,086題
d. 日本金属学会講演概要(第144回・東京) 2,200部 平成21年 3 月28日発行

◯ 秋期大会(第145回)

平成21年 9 月15日から17日 (京都)京都大学吉田キャンパス

a. 大会参加者 1,927名(一般1,054名，学生736名，非会員29名(一般18名，学生11名)，相互聴講108名)

b. 講演会場 27会場(共同セッション会場含む)

c. 講演発表件数1,322題
d. 第 7 回 World Materials Day Award 展示　応募作品 1 作品

e. 日本金属学会講演概要(第145回・京都) 2,200部 平成21年 9 月15日発行





テ ー マ 開催日・場所 講演 有料参加

核融合システムにおける材料開発課題―キーテクノロジーは何か―(第 1 分科企画)
平成22年 1 月 9 日
(京都)京都大学宇治キャンパス
黄檗プラザ

7 件 33名

分科会シンポジウムテキスト 200部印刷 平成22年 1 月 9 日発行

テ ー マ 開催日・場所 講演 有料参加

機能元素のナノ材料科学(第 1, 3, 5 分科会企画)
平成21年 7 月24日
(京都)芝蘭会館別館研修室 6 件 48名

セミナーテキスト 200部印刷 平成21年 7 月24日発行

◯ (春期大会において)開催場所東京工業大学大岡山キャンパス

テ ー マ 開 催 日 講 演 数

S1 水素エネルギー材料―
平成21年
3 月28日，29日，30日 59件(基調講演 4 件含)

S2 格子欠陥制御工学―構造と機能発現―
平成21年
3 月28日，29日，30日

31件(基調講演 7 件，外
国人特別講演 1 件，功
績賞受賞講演 1 件含)

S3 Dy 低減高保磁力 NdFeB 系磁石を目指して
平成21年
3 月28日，29日

27件(基調講演 4 件，外
国人特別講演 1 件含)

S4 機能元素のナノ材料科学
平成21年
3 月28日，29日，30日

48件(基調講演 3 件，名
誉員推戴記念講演 1 件
含)

S5 計算材料科学のフロンティア新たな飛躍を目指して 平成21年
3 月28日，29日，30日 34件(基調講演 6 件含)

S6 “エネルギー維新”材料基盤技術～新エネルギー・省エネルギー時代への新展
開・新戦略～

平成21年
3 月28日，29日 25件(基調講演20件含)

S7 次世代航空エンジン用先進構造材料
平成21年
3 月28日，29日

21件(基調講演10件，谷
川ハリス賞受賞講演 1
件含)

S8 構造金属材料の力学的特性を支配する原理原則―マグネシウム編― 平成21年
3 月29日 5 件(基調講演 5 件含)

S9 励起反応場で創成した低次元ナノ材料とその機能
平成21年
3 月29日 12件(基調講演 3 件含)

計262件(基調講演62件)

◯ (秋期大会において)開催場所京都大学吉田キャンパス

テ ー マ 開 催 日 講 演 数

S1 マイクロ波―ミリ波―テラヘルツ波と物質との相互作用及び新たな応用分野
平成21年
9 月15日，16日 28件(基調講演 7 件含)

S2 配線材料研究の最前線原子輸送と応力問題 平成21年
9 月15日 10件(基調講演 4 件含)

S3 巨大ひずみが開拓する高密度格子欠陥新材料 平成21年
9 月15日，16日 23件(基調講演 4 件含)

S4 めっき膜の構造及び物性制御とその応用
平成21年
9 月15日，16日 20件(基調講演 6 件含)

S5 金属間化合物材料の新たな可能性 平成21年
9 月15日，16日，17日 56件(基調講演10件含)

S6 励起反応場で創成した低次元ナノ材料とその機能
平成21年
9 月15日，16日 17件(基調講演 3 件含)

S7 ナノ構造制御による新しい光触媒・触媒材料の開発 平成21年
9 月15日，16日 24件(基調講演 5 件含)

S8 力学的生体適合性 平成21年
9 月15日，16日 25件(基調講演 8 件含)

S9 高温酸化・高温腐食問題の現状と今後の展開 平成21年
9 月16日，17日 30件(基調講演 6 件含)

S10 鉄鋼材料の力学的特性を支配する原理原則 平成21年
9 月15日，16日 21件(基調講演 6 件含)

計254件(基調講演59件)

ま て り あ
Materia Japan

第49巻 第 5 号(2010)

) 分科会シンポジウム 1 テーマ

) セミナー 1 テーマ

) 公募シンポジウム
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行 事 開催日・場所・今年度進捗

JIMIC7 The 13th International Conference on Intergranular and Interphase Boundaries
(iib2010)(第13回界面粒界国際会議)

2010年 6 月27日～7 月 2 日
(志摩市)志摩観光ホテルクラシックス

2nd Circular 発行

Abstract 提出

JIMIS11 12th International Conference on Creep and Fracture of Engineering Materials and
Structures(Creep 2011)(第12回工業材料と構造物のクリープと破壊国際会議)

2011年 5 月29日～6 月 3 日
(京都)京都テルサ

1st Circular 発行

JIMIC8 International Conference on Martensitic Transformation 2011(ICOMAT2011)
(第13回マルテンサイト変態に関する国際会議)

2011年 9 月 4 日～9 日
(豊中市)千里阪急ホテル

1st Circular 発行

PRICM7 The 7th Pacific Rim International Conference on Advanced Materials and Process-
ing(第 7 回環太平洋先端材料とプロセンシング国際会議)

2011年 8 月 1 日～5 日
(豪州ケアンズ市)

Abstract と Manuscript 提出

 　　　　　　本 会 記 事

) 国際会議・国際シンポジウム(本会主催・共同主催)

. 研究および調査(定款第 3 条第 3 号)

) 分科会活動

◯分科会委員会 平成21年 3 月27日 平成21年 9 月14日
2009年秋期大会公募シンポジウムテーマの決定

分科会関連規程の新設・改訂

秋期大会の支出の追加支援策の検討

◯分科会運営委員会 平成21年 7 月 3 日

分科会関連規程の検討

◯分科会企画委員会 平成22年 1 月 8 日

分科会運営委員会を分科会企画委員会に改組した．

研究会規程の新設，優秀ポスター賞規程の改訂

◯講演大会委員会 平成22年 1 月 8 日

講演大会委員会を新設した．

新しい講演大会試行の検討

2011年秋期大会の沖縄大会の具体案の検討

◯プログラム編成会 平成21年 7 月 3 日 平成22年 1 月 8 日

2009年秋期大会プログラム編成

2010年春期大会プログラム編成

◯セミナー・シンポジウム委員会 平成21年 9 月17日
2010年度セミナー・シンポジウム計画

) 委員会活動

◯企画委員会 平成21年 6 月 4 日 平成21年12月 3 日

平成25年度科学研究費補助金大改正対応方針

欧文誌事業対応方針

75周年事業対応方針

事業仕分け対応方針

◯セルフガバナンス委員会

委員会規程を理事会で制定し，委員会を新設した．

◯戦略推進委員会

第 4 期科学技術基本計画策定に向けて政策課題解決のための材料分野の重要研究課題の提案を検討した．

平成23年度新規科研費時限分科細目の提案をした．

◯男女共同参画委員会

男女共同参画連絡会のイベントに参加した．

日本鉄鋼協会との合同委員会を 2 回開催した．

第 1 回男女共同参画ランチョンミーティングを開催した．平成21年 3 月30日
◯技術者教育認定制度等委員会

材料工学研究教育集会「JABEE 設立10周年にあたって」に共催した．

平成21年 3 月30日
◯国際学術交流委員会 平成21年 6 月 4 日 平成21年12月 3 日

第 8 回 World Materials Day の実施 Award 実施 平成21年11月 4 日

IOMMMS 第 2 回 Global Materials Forum 基調講演者の選任

TMS との交流推進 JIM/TMS Young Leader International Scholar の相互訪問等

KIM との交流促進
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KIM から本会年次大会への表敬訪問，本会から KIM 年次大会への表敬訪問

第10回 KIM/JIM シンポジウムの開催 平成21年 3 月29日 東京工業大学

CSM との交流促進 CSM 訪問 平成22年 1 月14日
) 研究会活動

平成21年度活動研究会(13テーマ)

研究会番号 51. 先進材料の高温強度と組織研究会

53. 金属系シナジー化合物の遍歴電子制御による高機能化

54. ナノプレーティング研究会

55. 材料における水素有効利用研究会

56. 結晶方位と組織の制御研究会

57. 変位型相変態を利用した構造・機能性材料研究会

58. 機能性ポーラス材料研究会

59. 機能性チタン合金研究会

60. 格子欠陥制御工学研究会

61. 核融合システム・材料統合研究会

62. 励起反応場を用いた低次元ナノ材料創成研究会

63. 計算材料科学研究会

64. 触媒材料研究会

) 国内学協会連携活動

◯日本工学会

総会 平成21年 4 月23日
事務研究委員会 平成21年 3 月12日，4 月10日，5 月20日，6 月18日，

7 月15日，9 月11日，10月15日，11月17日，12月16日，

平成22年 1 月20日，2 月15日
創立130周年記念祝典 平成21年11月13日 会長参列

創立130周年記念事業報告書「21世紀の豊かな暮らしを支える工学と技術」についての調査研究に本会からの記事

3 件掲載．

◯JABEE(日本技術者教育認定機構)

総会 平成21年 6 月30日(臨時社員総会) 4 月 1 日付で一般社団法人に移行

平成22年 2 月22日(臨時社員総会) 常勤役員報酬額等

事務局長連絡会 平成21年 3 月19日
◯SPARC/JAPAN 活動

第 3 回材料系英文誌ポータルサイト運営委員会(email 会議)

平成21年12月11日～18日，

SPARK/Japan パートナー誌と大学図書館関係者との懇談会

平成22年 2 月19日
◯金属材料系学協会連携協議会

第 6 回連携協議会 平成21年 3 月29日
第 7 回連携協議会 平成21年 9 月15日

◯Materials Transactions 共同編集委員会 平成21年 4 月21日
◯科研費委員会合同委員会

日本鉄鋼協会科研費小委員会と本会科研費委員会の合同委員会

平成21年 3 月29日，9 月16日
◯材料戦略委員会

平成21年度第 1 回材料戦略企画委員会 平成21年 6 月15日
第17回材料戦略委員会 平成21年 7 月 7 日

第 4 期科学技術基本計画の材料分野の重要研究課題の提言の検討他

材料戦略シンポジウム・材料工学教育研究集会

「第 3 期科学技術基本計画から第 4 期科学技術基本計画へ―材料立国日本の底力―」

平成21年 9 月17日(京都)京都大学

平成21年度第 2 回材料戦略企画委員会 平成21年 9 月28日
第18回材料戦略委員会 平成22年 1 月22日

第 4 期科学技術基本計画の材料分野の重要研究課題の提言の検討他

◯男女共同参画合同委員会

第 5 回合同委員会 平成21年 3 月29日 東京工業大学大岡山キャンパス

第 6 回合同委員会 平成21年 9 月15日 京都大学吉田キャンパス

◯全国大学材料関係教室協議会 平成21年 3 月30日 東京工業大学大岡山キャンパス

平成21年 9 月17日 京大会館
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) 名誉員・各種賞受賞者選考

賞 決定件数 備 考

名誉員 3 名

第54回学会賞 1 名

第67回功績賞 8 名 物性 1 名，組織 1 名，力学特性 1 名，材料化学 1 名，材料プロセシング 2 名，工

業材料 1 名，工業技術 1 名

第48回谷川・ハリス賞 4 名

第15回増本量賞 1 名

第50回技術賞 4 名

第10回学術功労賞 3 名

第40回研究技術功労賞 11名
第59回金属組織写真賞 9 件 39名 優秀賞 5 件(A 部門 3 件，B 部門 2 件)

奨励賞 4 件(A 部門 2 件，B 部門 2 件)

第57回論文賞 5 編 20名 物性 0 編，組織 1 編 5 名，力学特性 1 編 3 名，材料化学 1 編 4 名，材料プロセシ

ング 1 編 4 名，工業材料 1 編 4 名

第 7 回まてりあ論文 2 編 6 名

第10回若手講演論文 3 編 3 名 春受賞

第11回若手講演論文 3 編 3 名 秋受賞

第32回技術開発賞 13編 52名
第19回奨励賞 7 名 物性 1 名，組織 1 名，力学特性 1 名，材料化学 1 名，材料プロセシング 1 名，工

業材料 1 名，工業技術 1 名

第 7 回功労賞 2 名 学術部門 1 名，技術部門 1 名

第 7 回学術貢献賞 10名
第 6 回村上記念賞 1 名

第 6 回村上奨励賞 2 名

第12回優秀ポスター賞 17名
各所属機関・学科で贈賞

第13回優秀ポスター賞 25名
第17回奨学賞 45名 各大学の卒業時に贈呈

第 7 回 World Materials Day Award 1 名 第 1 部門 1 名

 　　　　　　本 会 記 事

) 国際学協会連携活動

◯IOMMMS(International Organization of Materials, Metals & Minerals Societies)
2009World Materials Day Award 平成21年11月 4 日

Council Meeting 今年度はなし．

第 2 回 Global Materials Forum ``Energy'' 開催準備(本会講演者 1 名を選定)

◯KIM(大韓金属・材料学会)関係

a. 本会通常総会挨拶

平成21年 3 月28日(東京)東京工業大学大岡山キャンパス

代表(代理)挨拶 Ohjoon KWON(大韓金属・材料学会副会長RIST 院長)

Gyeong Hwan KIM 事務局長も通常総会に参加した．

b. 大韓金属・材料学会秋季年次大会

平成20年10月2223日 韓国・Daegu 市 Daegu Exhibition & Convension Center
総会開催日が22日から23日に急遽変更のため総会出席はできなかった．

10月22日 懇親会挨拶会長，専務理事も同席．

c. 第10回 KIMJIM シンポジウム“Biomedical Materials”
平成21年 3 月29日 (東京)東京工業大学大岡山キャンパス

講演数 日本10件 韓国10件 計20件
◯TMS 関係

a. Joint JIM/TMS Young Leader International Scholar 派遣

TMS からの第 4 回派遣者 1 名受入(平成21年 3 月 本会春期大会)

見学先は産業技術総合研究所(筑波市)，物質・材料研究機構(筑波市)および豊田中央研究所(愛知県愛知郡)

本会から TMS への第 4 回派遣 高橋幸生阪大特任講師

(平成22年 2 月 TMS年次春季大会)

見学先は SLAC 国立加速器研究所(カリフォルニア州スタンフォード市)

◯PRICM 7
第 3 回国際組織委員会 平成22年 2 月16日 米国ワシントン州シアトル市 シェラトンシアトルホテル

◯CSM(中国金属学会)関係

事務所訪問 平成22年 1 月14日 大貫国際学術交流副委員長，事務局長

本会との国際交流連携強化の可能性について意見交換した．

. 見学および視察(定款第 3 条第 4 号)

) 春秋講演大会の見学会 なし ) 支部見学会 東海，北陸信越，関西各支部で実施．

. 表彰および奨励(定款第 3 条第 5 号)





. 平成年度事業に関わる諸会議・諸集会一覧

会 議 開催回数 委員長 会 議 開催回数 委員長

理事会 9 加 藤 雅 治
会計理事会 1
監事会 2
企画委員会 2 加 藤 雅 治
支部長会議 1 加 藤 雅 治
評議員会 5 加 藤 雅 治
総会 2 加 藤 雅 治
会報編集委員会 6 高 梨 弘 毅
会誌編集委員会 6 堀 部 　 進
欧文誌編集委員会 6 原 　 信 義
分科会委員会・運営委員会 4 毛 利 哲 雄
本多記念講演運営委員会 1 毛 利 哲 雄
名誉員推薦ならびに制度検討委員会 1 落 合 庄治郎
国際学術交流委員会 2 落 合 庄治郎
広告企画委員会 2 橋 本 　 操
出版委員会 ― 掛 下 知 行
各種賞授賞方針検討委員会 4 原 　 信 義
学会賞選考委員会 1 加 藤 雅 治
功績賞選考委員会 1 加 藤 雅 治
論文賞選考委員会 1 加 藤 雅 治
谷川・ハリス賞選考委員会 1 加 藤 雅 治
技術賞選考委員会 1 加 藤 雅 治
増本量賞選考委員会 1 加 藤 雅 治
学術功労賞選考委員会 1 加 藤 雅 治
技術開発賞選考委員会 1 加 藤 雅 治
研究技術功労賞選考委員会 1 加 藤 雅 治
金属組織写真賞選考委員会 1 西 田 　 稔
奨励賞選考委員会 1 加 藤 雅 治
奨学賞選考委員会 ―
功労賞選考委員会 1 加 藤 雅 治
学術貢献賞選考委員会 1 加 藤 雅 治
村上記念賞選考委員会 1 加 藤 雅 治
村上奨励賞選考委員会 1 加 藤 雅 治

セルフガバナンス委員会 ― 高 梨 弘 毅
セミナー・シンポジウム委員会 2 古 原 　 忠
戦略推進委員会 2 馬 渕 　 守
科研費委員会 2 岡 田 益 男
技術者教育認定制度等検討委員会 ― 里 　 達 雄
長期展望委員会 ― 岡 田 益 男
希少資源・元素戦略タスクフォース 2 原 田 幸 明

他学協会連携の会議 開催回数

材料連合協議会 ― 加 藤 雅 治
金属材料系学協会連携協議会 2 加 藤 雅 治
男女共同参画合同委員会 2 黒 田 光太郎
材料戦略委員会 2 岡 田 益 男
Materials Transactions 編集委員会 1 原 　 信 義
材料系英文誌ポータルサイト運営委員会 1 原 　 信 義

集会 開催回数

推戴式 2
各賞贈呈式 20
講演大会 2
公募シンポジウム 13
分科会シンポジウム 1
セミナー 1
材料戦略セッション 0
研究会 13
支部講演会(研究会・講習会) 35 (共催含)
金属組織写真展示会 1

支部活動一覧

支 部 所在地 支部長 支部会議 講演会・講習会 研究会 本多光太郎記念講演会 見学会

北海道 札幌 井 口 　 学 4 3 0 1 0
東北 仙台 川 崎 　 亮 3 7 1 1 0
関東 東京 吉 田 豊 信 10 1 2 1 0
東海 名古屋 勝 山 憲 夫 7 3 4 1 1
北陸信越 富山 羽 木 秀 樹 3 8 5 1 3
関西 大阪 白 井 泰 治 12 6 16 1 6
中国四国 東広島 佐々木 元 7 1 8 1 0
九州 北九州 長谷部 光 弘 4 3 17 1 0

支部役員会含む

. 会議等に関する事項

◯ 理事会

回 開催年月日 開催地 主 な 協 議 事 項 会議の結果

851 平成21年 3 月19日 東 京 平成20年度事業報告書及び収支決算書の件 全会一致で承認
852 平成21年 3 月29日 東 京 理事職務分担，各種委員長・副委員長，担当理事の件 全会一致で承認
853 平成21年 5 月 1 日 文 書 平成21年度支部長，専任・常任理事，幹事並びに支部事務所の件 全会一致で承認
854 平成21年 6 月 4 日 東 京 技術開発賞授賞論文，各賞選考委員決定の件 全会一致で承認
855 平成21年 7 月16日 東 京 次期評議員・監事選挙方針，各種規程協議の件 全会一致で承認
856 平成21年 8 月 5 日 東 京 論文賞最終候補者，各賞授賞者，規程の新設および改訂の件 全会一致で承認
857 平成21年 9 月16日 京 都 次期評議員・監事選挙候補者，規程の新設および改訂の件 全会一致で承認
858 平成21年12月 3 日 東 京 次期新任理事・会長・副会長選出方針，各賞授賞者の件 全会一致で承認
859 平成22年 2 月 4 日 東 京 平成22年度収支予算書の件 全会一致で承認

◯ 評議員会

開催年月日 開催地 協 議 事 項 会議の結果

平成21年 3 月19日 文書 平成20年度事業報告書及び収支決算書の件 全会一致で承認
平成21年 7 月24日 文書 第55回学会賞最終候補者に対する授賞の可否の件，新入会員承認の件 全会一致で承認
平成21年 8 月12日 文書 臨時総会召集の件，論文賞最終候補論文・功労賞・学術貢献賞・村上記念賞授賞決定候補者

の可否の件

全会一致で承認

平成21年12月10日 文書 第68回功績賞最終候補者，若手公園論文最終論文に対する授賞の可否の件 全会一致で承認
平成21年 2 月20日 文書 平成22年度事業計画書及び収支決算書承認の件，会員の入退会承認の件 全会一致で承認
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◯ 社員総会

開催年月日 開催地 協 議 事 項 会議の結果

平成21年 3 月28日 東京 1. 平成20年度事業報告書及び収支決算書の件 満場一致で承認

2. 平成21年度事業計画書及び収支予算書の件 満場一致で承認

3. 役員選挙の件 満場一致で承認

平成21年 9 月15日 京都 名誉員推薦の件 満場一致で承認

. 社員の異動状況書 平成22年 2 月28日現在

社 員

員 数

増減数 摘 要本年度末

平成22年 2 月28日現在

前年度末

平成21年 2 月28日現在

社員 役員ならびに評議員 222名 223名 －1

. 会員の異動状況書 平成22年 2 月28日現在

会員種別

員 数

増減数 摘 要本年度末

平成22年 2 月28日現在

前年度末

平成21年 2 月28日現在

正員

正 員 4,978 5,136 －158

名 誉 員 63 69 －6

永 年 会 員 237 232 ＋5

小 計 5,278 5,437 －159

学 生 員 961 1,028 －67

外 国 会 員 351 357 －6

維 持 員 267社 280社 －13社

合 計 6,857 7,102 －245

 　　　　　　本 会 記 事
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                 　　　　　　　　　    貸 　 借  　対  　照 　 表
平成22年2月28日現在  (単位 : 円)

科　　目 当年度 前年度 増　減
Ⅰ.資産の部   　
　1.流動資産   　
　　　　現金預金 56,315,178 　 　
      　未収会費 10,113,739
      　未収金 688,850 　 　
      　貸倒引当金 -1,074,000 　 　
      　前払金 420,000
      　棚卸資産 7,116,005 　 　
      　その他の流動資産 59,745 　 　
　流動資産合計 73,639,517 　 　
　2.固定資産  　 　
　　(1)基本財産  　 　
　　　　基本財産 10,000,000 　  
　　　　基本財産(学会賞資金) 10,938 　  
　　　　基本財産合計 10,010,938 　 　
    (2)特定資産  　 　
      　退職給付引当資産 64,138,076 　
      　減価償却引当資産 8,129,726 　
　　　　事業資産
　　　　　国際学術交流資金 102,000,000 　
      　　学会賞資金 1,500,000 　
      　　谷川・ハリス賞資金 15,000,000 　
      　　研究技術功労賞資金 7,000,000 　
      　　奨励賞・奨学賞等資金 54,000,000 　
      　　増本量賞資金 35,000,000 　
      　　村上賞資金 104,000,000 　
      　　刊行事業資金 250,000,000 　
      　　国際会議開催資金 70,000,000 　
      　　調査・研究事業資金 400,000,000 　
　　　　　表彰・奨励事業資金 50,000,000 　
　　　　特定費用積立資産
      　　刊行事業準備資金 50,000,000 　
      　　刊行事業危機管理準備資金 10,000,000 　
     　 　国際会議開催準備資金 1,500,000 　
      　　調査・研究事業準備資金 20,000,000 　
　　　　特定資産合計 1,242,267,802 　 　
    (3)その他固定資産  　 　
　　　　什器備品 5,049,068 　 　
          減価償却累計額（什器備品） -3,458,906 　 　
        ソフトウエア 5,293,050 　 　
          減価償却累計額（ソフトウエア） -4,670,820 　 　
        電話加入権 50,300 　 　
        敷　金 2,400,000 　 　
　　　　その他固定資産合計 4,662,692 　 　
　固定資産合計 1,256,941,432 　 　
資産合計 1,330,580,949 　 　
Ⅱ.負債の部  　 　
  1.流動負債  　 　
　　　　未払金 5,593,535 　 　
        前受金 40,117,135
        預り金 13,587,658 　 　
        その他の流動負債 10,000   
　流動負債合計 59,308,328 　 　
　2.固定負債  　 　
        退職給付引当金 64,138,076
　　　　刊行事業準備金 50,000,000 　 　
        刊行事業危機管理準備金 10,000,000 　 　　
        国際会議開催準備金 1,500,000
        調査・研究事業準備金 20,000,000 　 　
        未経過償還差額 1,410,000 　 　
　固定負債合計 147,048,076 　 　
負債合計 206,356,404 　 　
Ⅲ.正味財産の部  　 　
　1.指定正味財産の部 0
      （うち基本財産への充当額） (0)
      （うち特定資産への充当額） (0)
　2.一般正味財産の部 1,124,224,545
      （うち基本財産への充当額） (10,010,938) 　 　
      （うち特定資産への充当額） (1,242,267,802) 　 　
　　正味財産合計 1,124,224,545 　 　
負債及び正味財産合計 1,330,580,949 　 　

(注) 1. 公益法人会計基準(平成20年4月11日平成21年10月16日改正内閣府公益認定等委員会)の適用初
　　　　年度のため、経過措置に基づき前事業年度の数値は記載していない。
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